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ResAnalyzerの開発背景

多様化するPC性能
多様化するPC利用方法

ユーザーは自分のPC利用法に最適なPC構成を選択しなくてはならない

PCの性能を知る方法
理論性能
経験
ベンチマーク結果

従来の手法では，ユーザーが利用す
るアプリケーションの処理速度を反映
した結果を導き出すことはできない

ユーザーの利用方法に直結した性能評価手法が必要



ResAnalyzerの性能評価

普段通りPCを利用

ユーザーアクションを
自動的に認識

Windows

レスポンス時間

レスポンス時間

レスポンス時間

レスポンス時間

現在のユーザーアクション情報

解析

レスポンス時間

レスポンス時間

レスポンス時間

レスポンス時間

将来のユーザーアクション情報

他のPCで実行した場合の
レスポンス時間を予測

予
測

将来のPCを利用

11．．55倍の速度向上倍の速度向上

実際のユーザーのPC利用時におけるユーザーアクションが，
将来どの程度のレスポンス時間になるかを予測し，
現在のPCと将来のPCの体感速度を比較する

認識したユーザーアクション
のレスポンス時間を測定

ResAnalyzer

それぞれのユーザーアクショ
ンの変化と，ユーザーアクショ
ンの重要度より，体感速度の

変化を予測
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